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・前回の吉村昭は舌癌から一年後に膵臓癌に罹るが、それを見守

り、看病をつづけた妻であり作家である津村節子が私小説的な

作品を発表したのが『紅梅』である。 

・小説の形をとっているが、吉村一家の病気との闘いを記録に残

した闘病記録になっている・ 

 

＜主な意見＞ 

・吉村・津村は作家同士でオシドリ夫婦と言われていただけに、

死を迎える夫への愛情が行間に満ち溢れているように思った。 

・この作品には多くの名医と言われた人が登場する。有名な作家

だったからかなと、羨ましい思いがした。 

・吉村は看病する妻の仕事に気を遣っている様子が辛い感じがし

た。 

・吉村は死を覚悟しているようで、自ら点滴管を外したともいわ

れている。 

 


